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斎藤緑雨と日露戦争言説
一文体・メディア・ジェンダーを視座として-
く論文)
FI*」サH芦
「筆は一本也、箸は二本也。衆寡敵せずと知るべし」1)という辛口のアフォリズムで明治文学史上
に知られる斎藤緑雨が亡くなったのは、いまから百年前の明治三十七(一九〇四)年21四月十三日
のことである。 El露開戦の詔勅が発せられたのが同年二月十日だから、それから約二ケ月後のこと
SfS*
彼は創刊間もないF平民新聞』に、明治三十六年十一月二十二Elから翌年一月三日まで五回に亙
って「も,はがき」というエッセイ(同紙の分類では「雑録」)を連載する。それは文字通り「エ
ッセイ」なのだが、明治三十年代という文体の端境期31を反映してその文章はさまざまな「文体の
るつぼ」の様相を呈している。同時に冒頭に記したようにこの時期は日露開戦期にあたり、掲載紙
r平民新開』の紙面は、 r万朝報jが非戦論から開戦論へ転向したことを理由に同紙を退社した孝徳
秋水・堺利彦などが発行しただけに、日露戦争に対して非戦の立場を表明する言説に満ちている。
かたや明治文学史を駆け抜けた文学者斎藤緑雨と非戦言説を掲げて状況に対時した　r平民新聞』o
この二つはいかなる点で重なるだろうかo
本論は、これまでの文学研究において「随巷に窮死」した文学者の典型として「文学的に語られ
る」 4)ことの多かった斎藤緑雨がT平民新聞j　というメディアとどのようにクロスしたのか、また
そこから何が見えてくるのかを、文体…メディア・ジェンダーを視座にして検討しようとする試み
である。
-、与謝野晶子「君死にたまふこと勿れ」の位相
文学史のみならず近代史でも著名なように、与謝野晶子は日露戦争時に「君死にたまふこと勿れ」
(F明星Jl明治37年9月)を発表して女性詩人の立場から厭戦を表明した。それは帝国憲法下におい
て二回目の対外戦争であった日露戦争がはじまって七ケ月、第三軍による第一回Elの旅順総攻撃が
失敗に終わった頃であるO　このような戦時という事態にくわえて、言論界には新聞・雑誌の取締を
意図する「新聞紙条例」ならびに天皇に関する言説をすみずみまでチェックする不敬罪51などの法
による包囲網が張り巡らされていたO
この意味で晶子の厭戦詩およびその弁明書であるところの「ひらきぶみ」を現在の視点から過少
評価することは適切でないだろう。狭い「大みこ、ろ」をもつ「すめらみこと」 (天皇)が、 「獣の
道に死ねよ」、 「死ぬるを人のはまれ」などとは穂対に言わないだろうという言表のあるこの詩を読
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めば、いっけん時代錯誤的な「王朝言語」を武器に晶子が苦衷行為を遂行していることを評価すべ
きである。
しかし本論にとって見過ごせないのは,晶子が大町桂月の批判を受けて反論を行った「ひらきぶ
み」で次のように発言していることである。
私が弟への手紙のはしに書きつけやり侯歌、なになれば悪ろく候にや。あれは歌に候(中略)。
九つより栄華や源氏手にのみ致し侯少女は、大きく成りてもますます王朝の御代なつかしく、
下林の下司ぼり候ことのみ綴り俵今時の読物をあさましと思ひ候はどなれば、平民新開とやら
いくさ
の人達の御議論などひと言ききて身ぶるひ致し候。さればとて少女と申す者誰も戦争ざらひに
候6)。
いわゆる「御真影」が完成し教育勅語とセットになって小学校の公式行事で拝礼・奉読すること
が義務化されただけでなく、校内に「奉安所」を設置することが定められるのは明治二十四年のこ
とである。いま仮にこれ以降の小学生たちを天皇…皇后を神格化してしまう「御真影世代」と称す
れば7)、明拍十二年生まれで詩表現のなかとはいえ明治天皇を「すめらみこと」と呼ばずにはおか
ない晶子は、やはりそれらの世代とは一線を画している。そこに底流しているのは現実に進行しつ
つある「明治天皇制」へのリアルな眼差しなどではなく、 「王朝の御代」を「なつかしく」思う
「王朝幻想」であろう。この点からいえば、晶子より六歳年長で日清戦争に際して東京に凱旋した
直後の天皇の行列を「雅のコード」で読んだ一葉も同系列といえる8㌔
晶子の「ひらきぷみ」は厭戦詩の弁明であるのだが、その特長は開戦の詔勅に象徴される戦争遂
行主体である天皇に対する反論、すなわち厭戦の拠点として「少女」という「主体」を立ち上げた
ことにあるO問題は戦略的本質主義ともいえるその方法を立ち上げる際に、あるメディアが否定的
媒介として召喚されたことであるo以下その箇所を具体的に検証してみよう。
晶子はまず「下様の下司ぼり候ことのみ綴り候今時の読物」を否定するo 「下様の下司ぼり候こ
と」が何を指すのか明示されていないが、 「身分の低い者」を示す「下司」と次に続く「平民新聞
とやらの人達の御議論」が連結され、晶子という舌表主体にとってr平民新聞』紙上の「議論」は
最も棄却される対象となっている。また「～とやら」という言辞が組込まれることで、晶子と　F平
民新剛の距離も最大級に設定されているのである。これは直接的には大町極月が「戦争を非とす
るもの、夙に社会主義を唱ふるもの、の連中ありLが、今又之を髄文に言ひあらはしたるものあり」
(r太陽』明治37年10月)と晶子の詩を非難したことへの弁明として機能しているo
ところでこの厭戦詩から-年後、晶子は国文学者藤岡作太郎著r国文学全史j (平安朝篇)の書
評「出版月評」 (r明星』明治38年11月)を最後に文語体を使用しなくなる9)o同時代において文体は
文語文から言文一致体へと大きなカープを描いて変りつつあったOたとえば本論で取り上げる緑雨
がもっともライバル祝していた尾崎紅葉は、 「言文一致体」について次のように述べている。
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美文としては韻敦と云ふ者の必要が有る。只今の言文-致体は頗る課致に乏いので、擬古文は
ヨK^mraロ
此点に大いに優って居る。言文一致体は如何にも物質的で、秩然と角々を当って、能くは行亘
ishj:
って居るが、温平とした所が無い。臆へばビジネスマンと語るが如き趣きが有りまする。成程
用は足りるが、用の足りる丈で旨味も素気も無いO一口に申せば、趣きが無いと謂ひたいのでo
い-rれ
(中略)同じ事を押べるのでも、口で話すのと、歌に唱ふのとでは親が人を感ぜしむるかと云
ふに、歌にしては口で言ふやうに存分は言ひ待なくても、何と無く身にiL♭みて感じられるo擬
古文には一種の調子が有って、文字の間に響くのが、恰も節廻し好く唱ふのに似て居る、即ち
文字以外に潜んだ力を持つ　=10)
正確な年代は不明だが、引用文の出典である　r紅葉全集j解題にもあるとおり、おそらく晩年の
明袷三十六年頃の講演筆記と思われるo紅葉は言文一致体の長所を幾つか挙げたうえで、最終的に
は「親致」 「趣き」 「何と無く身に払み」ることの多い「擬古文」に軍配を上げる。ここで言う「擬
古文」とは文学史でいうところの「雅俗折衷体」とほとんど同義であろうo 「多情多恨」 (r読売新
聞』明治29年2月26日～12月9 B,を言文一致体で成功させたあと、 「金色夜叉」で「擬古文」に
戻った紅葉らしい文体論であるo　しかし、 「擬古文」に紅葉が舞い戻ったとはいえ、この文章自体
が漸寅録の口語体であることから推測すると、時代は両者併用から「擬古文」の価値を力説しなけ
ればならないほど言文一致体-と傾斜していたことがうかがえる。紅葉はあくまで「美文としての
言文一致体」の観点から述べているが、この場合「美文」は「名文」とほとんど同義であるO
「美文」とは一般的には明治二十年代末から三十年代中期までに流行した塩井雨江・武島羽衣・
大町桂月らの「新国文」を指すが、この頃それは紅葉文にもあるような多義的な概念をふくむ用語
へと変容しつつあったOそして明治三十六年十月三十日の紅葉の死を象徴的な分水嶺として、事後
的に擬古文や雅俗折衷体などの衰退しつつある文語文を「美文」と呼ぶ事態が出来する山。
ここで晶子詩をめぐる桂月との論争に話をもどせば、彼は「詩歌の骨髄」 (r太削明治38年1月)
のなかで「すめらみこと」以下を「直言的にわかり易く青ひかへ」てみせ、自説を有利に展開しよ
うとした。これに対しては新詩社側(与謝野鉄幹・平出修および社外の寄稿家として文科大学に在
籍中の生田長江が同行)も彼の自宅へ押し掛けて詰問している(「「詩歌の骨髄」とは何ぞや」 r明
星』明治38年2月)。渡部直己は明治の文学的言説と不敬罪との緊張関係を論じたその著のなかで、
晶子の「君死にたまふこと勿れ」が検閲を逃れたのは「権力にたいする散文と韻文との抵触度の差」
ゆえであると指摘した12)。確かに散文に比べ、韻文は解釈の幅をもつがゆえに、介入を免れる可能
性もある。だとすれば桂月の「言ひかへ」 =散文化は晶子詩が内包する「不敬的側面」を露わにし
てしまう。しかし新詩社側も同じ詩句を独自の「俗語訳」を試みて対抗した。その結果、彼らは詩
的言語がもたらす解釈の応酬のなかで、平民社を否定的媒介とすることで新詩社側の優位性をあさ
らかにすることに成功するo
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渡部直己は先に引用した著のおなじ頁で、晶子詩は「五七の韻律」を有していたがゆえに「官意
の容暁を逃れ」たと述べる。渡部の発言は文体とメッセージ内容の交差する歴史的地点をm定しよ
うとする本論にとって示唆に富むが、正確にいえば晶子の詩は「五七の韻律」ではなく「七五の韻
律」である。親律という点では同じでも、七五調は明治の新体詩などで多用され、いっぼう五七調
は坂野信彦が分析したように、意外に「リズミカルでない」、 「散文にちかい」 (r七五調の謎をとくj
大修館書店、 1996年10月)という側面をもつ。これに対し「七五の規律」の特長として興味深いの
は音読に向いているという点であるo
この「七五の韻律」と音読との関係については高田衛の見解が参考になる。彼は読本の代表作
r南稔里見八犬伝』は、 「装飾の多い七五調の文章」であり「音読・朗講にたえる文革・文体」であ
ったために明治になってからも朗話され、人々に記憶されたというのである(「『八犬伝』を読むた
めに」、 r南稔里見八犬伝(-)j岩波書店、 1990年7月)0
ここで「七五の韻律」がその「音読・朗謂」性ゆえに一世を風摩したケースとして、西南戦争の
魂鎮めを背景とする落合直文の「孝女白菊」 (F東洋学会雑誌」明治21年2月20日-22年5月28日)
を想起することも無駄ではないだろう13)詳しい説明は省くが、 「孝女白菊の歌」はそれから滑るこ
と十一年まえに起きた西南戦争という近代日本最後の内乱の記憶への集合的な「癒し」の機能を結
果的にはたしたOすでに才旨揃があるように、その歌が人口に胸奥するについては「七五の韻律」が
はたした役割を看過できない。その意味でリアルタイムで他国との戦争を遂行しつつあったただな
かの晶子詩は、たんに「七五の規律」ゆえではなく、 「七五の韻律」が醸成する「音読・朗諦」に
よる「癒し」効果ゆえに「官憲の容壕を逃れ」たというべきではないだろうかO晶子の詩が「反戦
詩」ではなく、 「厭戦詩」であった所以である14)
それでは、晶子によって否定的媒介として召喚されたr平民新聞』とは、いったいどのような媒
体であったのだろうか。いささか回り道をしたので、ここで本題に戻りたいO
二、 『平民新聞』というメディアと文体
二〇〇四年はEl露開戦百年ということで、種々の日露戦争関係本が刊行されたoそれらの一冊の
なかで紅野謙介は、日露戦争が「近代El本の戦争報道において画期をなす出来事」だった理由とし
て、 「速報性」 「戦争空間の拡大」 「時間的長期化」の三つを挙げている15)すでに日清戦争という初
の対外戦争を経験した近代日本のメディアは露西亜を相手とする国際戦争において、日刊新開・定
期刊行物…書物などさまざまな媒体を通じて戦争に関する情報を提供し、読者の想像力や記憶力を
編成してゆく。それではそのとき、メディアが読者に運んだ文体とはいったいどのようなものであ
ったのだろうか。
よく知られているように、 R ・ヤーコプソンはメッセージを六つの機能に分け、そのなかで発信
者と受信者の間の約束事を「コード」、発信者・受信者の間を直接むすぶ「物理的回路…心理的連
結」を担う接触機能を「コンタクト」とした(r一般言語学』みすず書房、 1973年3月、 187-188
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頁)。明治三十年代はこの「コード」として共通了解をもつ文体概念がおおきく変容していた時で
あった0第一章で引用した紅葉の称揚する「韻致」 「趣き」や「何と無く身に泌みて感じられる」
などの文語文を価値づけていた評価基準は、言文一致という新興の文体によって股下現象を起こし
つつあったのである。たとえば当時東京においてトップクラスの売り上げ部数(r広告大福帳附録』
明治37年10月の「全国新聞紙一覧」による)を誇っていたF万朗報J紙の記者であった孝徳秋水は
次のように言明する。
今日程文体の多種に捗って乱雑な時代は少ない、夫が尽く一枚の新関に現ほれて屠る、一枚の
新聞を総て読み得やうとすれば、漢文にも和文にも洋文直訳体にも雅俗折衷体にも頂L (通じ
か
て居なければならぬ、随分厄介な話しではない欺、併し各新聞紙とも最早時勢の必要に馳られ
て多く言文一致を用ゆる傾向があるは賀すべきである(「言文一致と新聞紙」 r新文j明治34年
5月20日)16)
「新聞紙の文体」とはまさに「コード」と「コンタクト」が出会う最前線であった。秋水は手放
しで言文一致を推奨しているようだが、引用につづく箇所で明治三十一年八月から翌年春頃まで、
r万朝報』の社説で言文一致体を試みたところ、 「読者の頭脳を聯かマゴツかせる恐れ」、 「変化の爽
飛なが為めに、不真面目に書いたかのやに誤解される恐れ」があり、結局は「見合せた」と告げら
れている。ここからは、ヤーコプソンのいう「物理的回路」でありながら同時に「心理的連結」の
機能をもつ「新聞紙の文体」の問題が前景化されているO文体というほとんど書き手/読み手の習
エクIJ+ユーIt
慣や生理に近い書き物が、理想と現実のはぎまで混乱している様相が如実にうかがえるのであるO
結論から言えば秋水は、三両の雑報など「軟派の記事」はすでに「言文一致が大いに光彩を放っ
て居る」ので、社説などの「硬派」も早晩「言文一致」に替えてゆくべきだと主張している。中江
兆民門下で明治三十一年に黒岩涙香のr万朝報』に入社いらい、叩き上げの新聞記者として健筆を
奮った秋水ならではのフレキシブルなメディア文体論である。山本正秀によればこの論は「新聞の
論説文の言文一致化の先駆者であった秋水の唯一の言文一致論」であるという17)
実際のところ週刊r平民新聞』というメディアは、上記秋水の「言文一致」観に端的に現れてい
るように、 「文体のるつぼ」の時代を逆手に取ってさまざまの文体を駆使して非戦論を展開しよう
としていた。私たちはともすればF平民新開」というと、明治四十三年に起こる「大逆事件」を起
点として遡及的に幸徳秋水や　r平民新聞jのイメ-ジを構成しがちである咽o Lかし先に引用した
晶子の「ひと書ききてみぶるひ」 (「ひらきぶみ」)したというような誇張的表現に幻惑されずに
r平民新開jの紙面を分析することが必要だろうO　ここであらためてr平民新聞』のプロフィール
を素描したみたい。
r平民新聞』は明治三十六年十一月十五Elに創刊され、三十八年一月二十九日付けの第六十四号
で終刊した新開である。発行は毎週日曜Hで1頁5段姐、 8頁建のタブロイド版で、発行兼編輯人
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は堺利彦(1-23号)、西川光次郎(24-64号)、印刷人は孝徳伝次郎、発行所は麹町区有楽町3 -
1平民社、定価は1吾臣3銭5度O既に述べたようにr万朝報』は初め非戦論を展開していたが、明
治三十六年十月八日の満州撤兵第三期Elに開戦論に転向したため、同紙の記者だった堺利彦と孝徳
秋水は翌九日退社の意をF万朝報』社主黒岩周六に通じ、十日に退社、十二Hには「退社の辞」が
同紙に掲げられたという経緯がある。秋水らは中江兆民門下の小島龍太郎…加藤時次郎らの援助の
もとに「自由・平等・博愛」を標接し、平民主義、社会主義・平和主義を「国法の許す範臥こおい
て」合法的に展開することを主張したO
平民新聞は、人類同胞をして、他年一日平民主義、社会主義、平和主義の理想境に到達せしむ
るの一機関に供せんが為めに創刊す、編韓は予等二人専ら之に任じ庶務は挙げて社会主義協会
の一月山根吾-君に托せり夫れ階級的思想の牢固として抜く可らざること今の如く、黄金の勢
力横流天に溶すること今の如く好戦の情熱朝野を顛狂せしむること今の如きの時に在て、正義、
人道、平和を主張し絶叫するは、極めて不利にして又甚だ危険の事ならずんばあらず、而して
足れ実に智者の難しとする所、況んや貧寒にして才なく学なき予等の如きをや、果然、轟きに
は之が為めに朝報社と合はずして其職を失ひ、忽ち米薪の計に窮せり、迂拙世と与に推移する
し
能はずして、徒らに当世才子の噂笑を買へるは予等固より之を知る　両も翻って思ふ、夫の正
義、人道、平和を主張し絶叫するの甚だ不利にして且つ危険なる所以の者は、却って是れ之を
主張し絶叫するの益々急襲なることを証する者に非ずや、既に急要なることを知る是れ豊に志
とき
士の益を奮って其不利危険を冒して顧みざるべきの秋に非ずや、然り予等一片の耽々は遂に予
こ・I:もいて
等の袖手沈黙を許さずる也、於是に乎予等は自ら為す可く且つ為し得可き最良の方法として、
平民新聞の発行てふ一事を遺択するに至れり- ・ (「発刊の辞」 「平民新開」明治36年11月15
日19)
彼らがいわば「志士」の心意気で創刊にあたったことが窺える文章である。たとえばr万朗報』
で秋水.楢川(利彦)と同僚で『平民新聞j創刊にあたって同紙の執筆協力者となる伊藤鉄月は、
「楢川の社会主義は趣味七分に理論三分、秋水の社会主義は理論六分に趣味四分(中略)秋水如何
に休浴するも、新衣を着くるも,頭の毛を刈るも、其洪水の如き黄濁色の面皮を張替へず、其荒草
しゆうぜん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんtl'-i
雛々たるが如き頚宅を剃り落さ,+る中は、三部の侠気二分の覇気、革命的志士的気風より蝉脱する
こと能はざる也」 (「枯川と秋水」 F平民新聞j創刊号第九両)と彼らを素描するo多分にインサイ
ダー的な文章ではあるが、それだけに初期紙面には「万朝報』との連続性が濃かったことが渉み出
ている(ちなみにr万朝報jの石川三四郎が入社するのは十一月未のことである)0
このような人材における連続性のほかに、紙面構成での連続性として「懸賞小説」の試みが挙げ
られる。第四号(明治36年12月6日)第六両には「懸賞小説募集」と壊して「そこにもこ,にも懸
賞募集のあるが中にも吾人も亦真似して剖窃や出来合の軽薄文字を求むる所は、よし其文字は拙に
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もせよ、其撃の気と熱烈の情とに在り、若し社会主義的趣味を帯ぶるあらば更に妙と為す」とあり、
懸賞金は十円、字数は「本紙一貫以内」であったO　さすがにこの試みは第七号(明治36年12月27B)
での廃止宣言となって長続きしなかったものの、後年「大菩薩峠」で著名になる中里介山が応募す
るなど「社会主義的趣味」のある小説というコンセプトは読者のなかから一定の層を掘り起したと
いえようo
ところで発行部数の面では、当時孝徳秋水の妻でr平民新開』の会計係を担当していた師岡千代
子によると、初刷りは五千でただちに三千の増刷をしたと記憶されている20)また孝徳秋水研究で
知られる林産寿雄によれば毎号平均「四千五百部」 (締屋r菅野すが-平民杜の婦人革命家像』岩
波新書、 1970年1月)だったという。この部数はr平民新聞』が特定の読者だけでなく、広い読者
層に向けて啓蒙活動を繰り広げていたことを傍証していよう。
たとえば終刊第六十四号の「平民新開総目録」を見れば、紙面は「論説」 「日本の新開」 「世界の
新聞」 「文壇演壇」 「詩歌」 「同志の運動」 「小説」 「雑報」の計十欄から構成されていたことがわか
る。少なくとも第二十号の社説「鳴呼増税」によって発行人兼編帝人の堺利彦が軽禁鍋三ヶ月の刑
で処罰されるまで、週刊　r平民新開』というメディアは社会主義的言説だけでなく、国内や広く世
界のメディア情報を採り入れただけでなく、 「詩歌」 「小説」 「雑報」欄などを設けて文学者や思想
家・宗教家など幅広い言論人を擁して読者を得ようとしていた媒体であることを忘れるべきではな
いだろう。そして、その「幅広い言論人」のひとりとして本論で焦点化する緑雨という表象が存在
したのである。
二、 「もヾはがき」の登場
緑雨の「も、やはがき」が登場するのはr平民新開j第二号の明治三十六年十一月二十二Elの第五
両最上段Oすぐ下段には「世界之新聞」欄と渡して「伊国蔵相の自殺」 「伊国無政府党員の捕縛」
「教育と宗教との分離」 「富豪の武装」 「欧米二大石油トラスト」 「消費組合成功の新実例」 「欧州に
於ける軍人の横暴」の記事が見える。また下段には「近世社会主義の担師カルルマルクス」という
キャプションのあるマルクスの挿絵および「マルクス像に遷す」の記事が掲載されているO明治二
十年代の文壇で、小鼠…批評の両面において八両六骨の活躍をしていた緑雨を知る者にとってはか
なり場違いな感のある紙面である。さきほど触れた師岡千代子の回想によれば「最初は薫香百枚を
掲戟する予定」だったのが、彼の死で中断を余儀なくされたという。
最初に「も、はがき」末尾に記載された日付を確認しておこう0　第-回目は十三・十四・十五日
の三El分がまとめて掲載されたが、二回日は十五、十六、十七、十八、十九の五日分Q　三回…四回
目は二十Elのみ、五回Elも二十一日のみであるo EI付通りに執筆されたなら、明治三十六年十一月
十三Elから二十一日までのわずか八日間がその期間ということになるo　内容面では浅草の絵看板や
建物…俗諺.辻待車夫・妾・酉の市・銀座の空家.大通りの湯屋・挿地・江戸詞・内職…内職婦
人・結婚・人力車などを扱っているO　ここで連載第一回Elの緑雨の言葉に耳を傾けてみよう。
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鶴にありては百羽掻也、僕にありては百端書也、月や残んの寝覚めの空、老れば人の酒蕗もさ
びしきものと存候O僕昨今の境遇にては、御加勢と申す程の革もなりかね候へども、この命題
の下に見るにまかせ、聞くにまかせ、且は思ふにまかせて過現束を間はず、われ数かくの歌の
如く、其時々の筆次第に郵便はがきを以って申上候間、願はくぼ其侭を紙面の一隅に御列べ置
被下度候O (F平民新聞』第2号、明治36年11月22日第6両)
紙面への登場を「御加勢」と呼ぶあたり、 「江戸式」と評された緑雨らしい表現である。文中に
「われ数かくの歌」とあるように、これは「暁の鴫の羽根垣もゝはがき君の来ぬ夜はわれぞ数かく」
(r古今和歌集』読み人知らずの歌)を元歌とする「百羽掻」と「百端書」を掛けた命名である。
「其時々の筆次第」で「郵便はがき」に文を綴るという葉書通信の形式は、意外と緑雨の執筆スタ
イルにかなうものであったようだ。現在確認されている緑雨の手紙は二九六通(r斎藤緑雨全集』
第八巻、岩波書店、 2000年1月による)。これらを読めば彼がいかに書簡文の名手だったかが理解
できようO
たとえば候文体の手紙としては、文学的出発期から長く公私にわたって親失していた坪内遼遠宛、
明治二十四年の自著自評論争を経て二十九年にはrめざまし草』誌上の「三人冗語」で幸田露伴と
ともに論陣を張った森鴎外宛、後進の女性作家に辛口ながら親身なエールを送った樋口一葉宛など
が特に出色であり、いっほう言文一致体では竹馬の友で回語学者の上EEE万年へ宛てた手紙などが優
れている。またその全集を読むと緑雨は文壇デビュー時から、書簡をそのまま序文や原稿として転
用することが多かったことに気づく.もちろんこのようなスタイルは緑雨だけのものでなく、 F明
星』誌面にも同様の傾向が見られる2))ので、同時代においては「候文文化」として広く共有されて
いるスタイルともいえる。したがって他の商業紙とは異なって主義主張をおなじくする同士的な
「親密の共同体」的雰囲気が濃く漂っていたr平民新聞』という紙面は、手紙の名手が「端書」を
そのまま紙面にリンクさせるには恰好の媒体だったといえるのであるO　次に文体面の特徴を見てみ
ようo
*a
田に棲むもの、野に棲むもの、憩は四十八品と称し候とかやD僕のも豊夫れ調あり、御坐いま
す調あり、愚痴あり、のろけあり、花ならば色々、芥ならば様々、種類を何と初めより一定不
致候o十[=こ一過の事もあるぺく、一日に十通の事もあるべLoかき鳴らすてふ羽音繁きか、
葉書繁きか、之を以って僕が健康の計量器とも為し被下度候O忽々。 (同上)
ここで言及されている「夫れ詞」とは「それ～」ではじまる漢文調の、 「御坐います詞」とは口
語体による書簡文であるo本論第二章に引用したr平民新開j創刊号の「発刊の辞」や社説などは
「実れ調」の代表だろう0号を重ねるにしたがい、紙面最下段「読者と記者」柵などでは敬体の言
文一致体が採用されている。また後年の「コラム」に該当する短評「玲語熟語」 「青眼白眼」など
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は常体の言文一致体である。先に引用した銀月文には記者の文体比較も載っているが、それによれ
ば枯川は「洋文素臥和文素四、漢文棄二」であるのに対し、秋水は「洋文素四、渡文素四、和文
素二」であるというO感覚的な比較論ではあるが、秋水の文体的特徴の一面を同じライターとして
評したものであろうO　ここには単なる個人的資質の間嶺をこえて、和洋漢の三体が混在している文
体過渡期の様相の一端がうかがえる。すでに述べたように、秋水はかつて「言文一致体と新聞紙」
を書いて紙面の言文一致体採用を提唱していたが、現実的には三種混合体のなかで試行錯誤してい
たのである。
むろん、採用されている文体は書簡体だけではない。たとえば「平民新聞の賀すべきは其門前よ
りも、其紙上に酸づき提灯のなき事なり、各国国旗なき事なり、市中音楽隊なき事なり、即ち-の
請負文字、損料文字をとぐめざる事なり。下僕が言ってはヤツパリ広El屋臭い」というような直接
読者に語りかける記事体の箇所もあるOまた引用につづく箇所には「追て悪言を呈するこれは前駆
Vf;T
さ0位醍するばかりが平民の能でもないから、今一段の風流気を加味したまへo但し風流とは墨斗、
短冊、瓢箪の詞にあらず」というような緑雨的「風流」の躍如とした軽妙な文体も見られる。
しかし総じて全体の印象からいえば、 「もゝはがき」という書き物は書簡体と呼んでよいだろう。
しかも封書の密室性とは異なる葉書の開放性や手軽さからは、かなり辛味な警句で知られた「緑雨」
にしては意外な展開も見られるかもしれない、という読者はもちろん、他ならぬ当人の期待感もう
かがえる。師岡千代子はすでに何回か引用しているそのBl想記のなかで、緑雨の紙面登場には経済
的支援の側面があったと伝えている。仮にこれが秋水の企画であったなら、このような支援をテコ
に秋水から振られた役割をこなす役者として緑雨は最適任者だったはずであるo緑雨にとって手紙
は他者とのコミュニケーション手段であるだけでなく、他者を説得するための頼りになる武券でも
あった。日付のある葉書がそのまま原稿化できる「も、-'はがき」は、病身で「筆一本」の技量を発
揮する緑雨にとって最適の文章形式であったことになる。
三、呼応する「おなじ思ひ」
「も,はがき」のなかでとくに印象に残るのは、車夫を取り上げた次のようなくだりではないだ
ろうかO
状便ひのこれは短めて急なれば、車に乗りて行けと命じられた砲車夫の、御用となれば精限り
駈けて駈けて、必ずお間は欠かざるべし、されど車に乗るといふは、わが日頃の響ひに反くも
のなれば、仰せなれども御免下されたし、好みてするものはなき煙しき業の、わが身も共々に
牛馬に比せらる、を祉ともせず、おなじ思ひの人の車に乗りて、命をも絞らん汗の苦しきを見
るに忍びねばと、足袋股引の仕度ながらに答へたるに、人々其Lをらしきを感じ合ひしが、 L
をらしとは本此世のものに非ず、 Lをらしきが故に此男の此世の車夫とは落ちしなるべし。定
かや足は得洗はで、病の為に程なく没したりとぞQ (r平民新開』第6号、明治36年12月20日第
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6面)
これは実直な抱車夫の話である。街のそこここで客を拾う流しの「辻待ち車夫」やさらに下層に
属するその日暮しの「塚放車夫」などと異なるれっきとした主人持ちの「抱え車夫」のこの男は、
「日頃の誓ひ」ゆえに他の車夫の引く車に乗ることができない。この車夫は、自分から好んでする
者もいない燥しい稼業を、牛や馬のようだと言われるのを恥じることもなく続けるC　そんな身が、
同じ思いの車夫の革に乗って、その命をも絞ってしまうほど汗を流すのは見るに忍びないと言う。
さらにこの車夫は、急用だから車に乗って行けと命じる主人に、 「精限り駈けて駈けて、必ずお間
は欠」けないという心意気を見せさえする。
車夫たちが明治東京の路上をさっそうと走り抜けていたのはこれより少し前の明治二十年代のこ
とであるO　たとえば樋口一葉の小説「十三夜」 (r文芸倶楽部』明治28年12月)は、町の小奇麗な煙
草屋の若主人から辻待ち車夫に転落した男が、深夜乗せた女性客がかつて相思の女性だったという
物語である。この物語の車夫は「精限り駈けて駈け」てゆくこともせず「最う引くのが厭やに成っ
た」などという車夫であるが、 「Lをらし」い点では共通している。いずれにしてもこのような車
夫の物語は、三十年代の東京の路上では望めそうもない。明治三十六年以降、路面電車はすでに東
京電車鉄道(電鉄) .東京市街鉄道(街鉄)、東京電気鉄道(外港線)の三社が都心の電車網を整
備しつつあり、かつての車夫たちは路上から姿を消さないまでもその数は激減しつつあったのであ
る。
r平民新剛社説「自覚せよ車夫諸君」 (明治36年12月6日)はこのような背景のもとに書かれ
たものであろう。
自覚せよ、満天下の車夫諸君、諸君が遭際する運命如何と自覚せよ人は接ふて二十世紀文明の
徳沢に浴するを慶賀す、然れども諸君は果して其徳に浴する平、文明は馬車となれり、数里、
数十里に蔓延せり、百里、千里に横行せり、而して職んに諸君を迫害しつ、あるに非ずや諸君
の業務は年々之が為めに掠奪せられつ、あるに非ずや、諸君の生活の権利は日々之が為めに疎
踊せられつ,あるに非ずや(F平民新聞』第4号、明治36年12月6日第1両)
r孝徳秋水全集』所収の著作年表によれば、この社説の執筆者は秋水ということであるo　ならば
この社説から二週間後の第6号に掲載された「もゝはがき」は、この記事と呼応していると見ても
よいのではないだろうかO秋水の社説-の緑雨なりの対応、それは緑雨的言語への変換、あるいは
一種の「翻訳」と言ってもよいかもしれないO　もちろん辛口批評でならした緑雨のこと、秋水的言
説に全面的に呼応したわけでもなく、たとえば同じ文中には先の「Lをらし(さ)」を身上に生き
るイナセな車夫の対極にあるようなちゃっかり者の車夫夫婦の描写なども見られる。
しかし、さすがの緑雨も「革命志士的気風」 (銀月)の秋水に対しては辛凍批評は影をひそめ、
斎藤緑雨と日露戦争言説一文体…メディア.ジェンダーを視座として一　　27
持ち前の「Lをらしさ」ゆえに「此世」に敗北する車夫の面影を活写しているといえよう。むろん
「定かや足は得洗はで、病の為に程なく没したりとぞ」というくだりには「洋文素四、漢文素四、
和文素二」 (銀月)と辞された秋水的文体には見られない小説文体的な語り口が濃厚である。さら
にこの車夫のエピソード以上によく引用される、足元に絡みついた紙鳶の糸Eを丁寧にほぐす子持
ち車夫の話なども場面設定が鮮やかで書簡体の枠組みを越えている。緑雨文がいかに小説的である
かは、同じ車夫を対象とした大塚甲山の七五調詩「車夫」と比較すればよくわかる。
^」S
いつの年でしたか私の乗りました車夫が、足元へ摘み着いた紙鳶の糸E)を丁寧に直して遣りま
したから、お前は子持ちだねと申しましたら総額が七つで、男の子が二人あると申しましたQ
(r平民新剛第6号、明治36年12月20日第6面)
まぐさ　　　　　　　　　　よは
せめては馬と生れなば、撞たる,鞭はつらくとも、桶の株に飽き足りて、休らふ夜半もあるべ
きを。
餓えに病み臥す妻と子の、叩きの声に面背け、挫けし足を忍びつ, 、辻のほとりに客を喚ぶ。
tTくち
唯一銭を値切りつ,、重き骸を引かするは、今待合に千金を、湯水の如く捨てし者。
*¥*　　　　　　　　　　* ?　　　　　　　　　　こよ`I　　　　　ヽこ
己が敵の身を乗せて、燃ゆる署を走る時、たばしる汗と洞とに、道の砂も溶くるらむ。
(同第41号、明治37年8月21E】第8両。引用者注、原文は改行)
間接話法を用いた口語体と七五の憤慨調o r平民新聞j第7号「社会運動嚢報」欄によれば、秋
水らは紙上だけでなく「車夫問題演説」を明治三十六年十二月十九日に、 「車夫開港演説会」を同
十二月二十三日に芝区兼房町玉扇事で開催したことを報じている。このほか「車夫消息」 (第11号、
同37年1月24H)には車夫のうち「上等の部は電車の影響を受けず、中等の部は大概転業を為し、
下等の部のみ大いに影響を受け」と告げられている。またこれは翌年になるが、第44号(同9月11
日)には高木嶺南「車夫諸君の為に図る」、第47号(同10月2日)無署名記事「電車開通と革夫」
などが掲載され、紙面での反響のひろがりのほどがうかがえる。
ここからは秋水の社説⇒緑雨の「も,はがき」 ⇒車夫問題演説会⇒車夫消息⇒大塚甲山の詩とい
う一連のゆるやかな流れが紙面から看取される。私たちが出くわすのは「おなじ思ひ」という共通
項を軸に、文体やジャンルの差異を超えて変奏される、ある職種をめぐる歴史的な言説誕生の現場
である。
四、弟たちの出征
それでは本論の最後に、紙上で行われたもうひとつの呼応例を見ることにしたいO本論冒頭でも
触れたように明治天皇の名において日露両Blの間に「開戦の詔勅」が発せられたのは、明治三十七
年二月十H。 r平民新剛がその創刊時から非戦言説を掲げていたことはすでに指摘したが、戦端
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が実際に開かれるに至って事態はいよいよ切迫することになる。
四月までのF平民新聞』紙上の非戦論関係記事を挙げれば、 「吾人は飽くまで戦争を非記す」 「平
民の見たる戦争」 「拙劣なる主戦論」 (第10号、明治37年1月17日) 「戦争と道徳」 「真に巳む可らざ
る乎」 (第11号、同年1月24H)、 「和戦を決する者」 (第13号、同年2月7日) 「戦争来」 「兵士を送
る」 「戦争の結果」 (第14号、同年2月14日) 「兵士の謬想」 「戦死者の遺族」 (第15号、同年2月21
日) 「戦争と新聞紙」 (第17号、同年3月6日)、 「戦争と小学児童」第19号、同年3月20日)、 「鳴呼
増税」 「戦争と米価(上) (第20号、同年3月27日)、 「戦争と米価(中)」 (第21号、同年4月3日)、
「戦時と非戦論」 「戦争と米価(下)」 (第22号、同年4月10日)などである。
このように風雲急を告げるなか、緑雨は病い篤く、もはや紙上に「ち,はがき」を継続すること
さえできなくなる。しかし緑雨は筆を絶ったのではまったくなかった。驚くべきことに私信という
形で興味深い言説を残しているのであるO
急二僕モ非戦論デモ書キタクナツタト申シマスノハ小山田ガ第二師団へ廻サレテ出征ノ途二上
ルペキ命令ヲ受ケマシタノデ僕パオ抱へノ医者ガナクナツタ訳デス三十九度五分ノ発熱中ヲ
車ト人トニ扶ケラレテ昨夜ヨギナク上野ステーション迄参リマシタノデ今朝ハ殊ノ外ノ弱T)方
デス　パカナ話デス他ノ見送入ハ僕ノ病気ナドハ少シモ間ハナイ万歳ダノ大勝利ダノト喉ガ裂
ケルヤウナ声ヲ出シテ居マシタ-・・
(緑雨書簡280、明治37年2月15日付)2q
緑雨の実弟小山田謙は、明治二十九年三月頃、医家に養子に出されたのち医科大学(東京大学医
学部の前身)の卒業試験に引続いて入営出征となり、仙創こある第二師団野戦病院付として入隊す
ることが決まったのであるo　ここで謙の回想記を参照してみようO
僕は明治三十七年の二月の或夜第二師団の野戦病院付として仙台-向ふとき兄は上野駅へ送っ
て来てくれた。 「体を大事にしていつて来てくれ、己はお前の帰るまでに死ぬと思ふ。プラッ
トホームは混雑してイヤだからこ,で別れる」、 「寒いのにどうも有難う、どうぞ御大事に」と
いって待合室で手を握り合って別れた。これが僕との永遠の別れであった22)
緑雨は明治三十二年に台湾に赴任中のもうひとりの実弟斎藤譲を失っているので、小山田謙の出
征は心底こたえたかもしれない。開戦から五日後、紙上では非戦言説がかつてない緊張状態のなか
で叫ばれていた。すでに指摘したように明治帝国憲法下において改正新聞紙条例など言論統制がい
っそう進むさなか、そこではどのような非戦言説が可能であったのだろうか。引用した緑雨の手紙
は漢字カタカナ混じりの文体であるo　これはだいぶ後年のことになるが、谷崎潤一郎がr鍵j (r中
央公論J 1956年1月～12月)やr痕痛老人日記j (r中央公論』 1961年11月　-1962年5月)で小説技
命JL村雨とtiX戦やtl詑　t仏・蝣'-,-'-;'i.: V-t-n叫.上して　　　X)
法として試みたのがこのような漢字カタカナ混じり表記による言文一致の文体であった23)谷崎の
場合、それは半病人あるいは病人の妄想的言説として機能したが、結核を患っていたうえに「三十
九度五分」で発熱中の緑雨は文字通り病中書簡として自らの思いを秋水に伝える。
サテ非戦論二就テ一寸申上タイコトガアリマス　ソレハ惨事ダトカ何ダトカ制度ノ方カラ攻撃ス
ルノモ宜シイガ兵士其人ノ謬想ノ方カラモモツト諭サネバイケマイカト思ヒマス僕ノ聞イタ
話デハ毎日何千トナク予備後備ノ健康診断ヲ兵営デ行ツタノこ戦争ノ妙デナイラシイ顔即チ不
元気ノヤツハ百人二一人アルカ無シデ、一例ヲ挙グレバ或一人ハ極メテ悪性ノ痔病デコンナ者
ヲ汽車こ乗七汽船二乗セテ連レテ行ケバ未戦ハザルニ舞ル、こキマツテヰル、ソコデコレヲバ
ネノケルト其者頑トシテ応ジナイ痛クナイフリデ足ヲ踏鳴ラシテ用フベキヲシメシテヰル=-
(同上)
「戦争ノ妙デナイラシイ顔即チ不元気ノヤツ」とは緑雨らしい表現である。引用につづく箇所に
は「長病ノアゲタデでデモアルカ骨立見ルニタへナイ」ので入隊を拒絶すると、その男は「流沸シ
テ軍こ従ハンコトヲ乞フ」という。先の「戦争にふさわしくない病人らしい顔つきの者」 (拙訳)
や「長患いの挙句に見るに堪えない骨張った顔」 (同)の男たちはその病身を隠して戦列に加わる
ことを望むo　また詳鍬ま省くが、 「ドゥシテモキカナイ帰郷シナイ」という「衛生隊」に属する三
人の男のエピソード。ここからうかがえるのは彼らのいわゆる「士気」の高さだろうか。いやそう
ではないと緑雨は言う。なぜなら彼らが所持していた国元の父兄からの手紙には、隊を解任される
ことは「何力不都合ガアツタニ相違ナイ」ことになり、そうでないならば「強シモ従軍ヲ願へ」と
明記されているという。以下、緑雨は次のように結論づけるのであるo
ツマリ局外カラ見ルト別牡ノ悲惨が八方ニアT)マスガ其ノ当人達ハ案外悲惨トLl得テ屠ナイ
悲惨ナド、イツテハスマヌモノト息ツテヰルノガ多イ　ナルホド制度モワルイ、新開ナドノオ
ダテモワルイ、ソレハソレデ攻撃スベシデスガ一面二兵士及ビ其父兄ノ謬想ヲタゞシテヤラネ
バイケマセヌ平民新聞ノ非戦論ハ前者ノ攻撃バカリデ後者ノ説得ガナイト思ヒマスガイカガ
アスカ(同上)
小説家らしい観察眼で「悲惨ナド、イツテハスマヌ」という兵士の心理が語られている。男性は
戦場、女性は銃後という近代のジュンダー編成のなかで近代徴兵制は兵士-男性という「男性ジェ
ンダー化」を徹底させ、兵士になれない男たちを抑圧する。 E】露戦争下での徴兵および兵役忌避の
分析については大江志乃夫「下士卒の意識と行動」 (FH露戦争の軍事史的研究』第四刷、岩波書店
2003年6月)が詳しいが、この緑雨書館も兵士の心の一面を衝いているo納税にくわえ兵役が「臣
民の二大義務」であった時代でも徴兵忌避者が相当敷いたことは、 「義戦」色が濃かった日清戦争
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の統計にさえも現れている24)同時にこのような忌避者に対し、制度と意識の両面における官民双
方の「軍事支援体制」も強力に進められていたのである。
五、徴兵制という男性ジェンダー化体制のなかで
近代史における徴兵をめぐる攻防というコンテクストのなかに緑雨書簡を置くと、その文体の位
相が鮮明に浮び上がってくるOそれは「董夫れ詞あり、御坐います調あり、愚痴あり、のろけあり、
花ならば色々、芥ならば様々、種類を何と初めより一定不致候」というような、漢文調.御坐いま
す調…候文体取り混ぜで斜に構えてアフォリズムを志向した文体からはほど遠い。手をこまねいて
最愛の弟の出征を見送る緑雨が漢字カタナカ表記の言文一致体で試みようとしているのは、徴兵制
の制度と心理に対しての言語戦略である。
はたせるかな、長文の手紙を書いたゆえか緑雨の身体は反応し発熱してしまう。それでも緑雨は
「趣意ハ両面(引用者注「制度下謬想」の両面)カラオヤリナサルヤウニト申スノニ在ルノデス　コ
ノ謬想(原由ハイロイロナレドコレハ申サズトモ御承知ノコト)ガ一番大キナカデス」と秋水相手
に念を押すことを忘れないo実際のところは単なる「御加勢」ばかりでなく、途縫えている「も,
はがき」の原稿代わりの意味もあったのかもしれないが、それにしても力のこもった「非戦論」で
はないだろうか。実弟の出征は緑雨の想像力をフル稼動させたのであろうか。
手紙の受信者である秋水もこれには動かされたようである。これから六日後のr平民新開J第十
五号(明治三十七年二月二十一日)には次のような記事が掲載される。
現時の兵士及び其父兄の閏に、恐るべく忌む可きの誤想を抱ける者甚だ多し、何ぞや、従軍の
命を洩る,を以て、非常の祉辱、若くば非常の不利益となすこと走れ也、吾人之を開く、日々
兵営に於て健康診断を行へる予備後備の兵士、曹な故らしく操擢して其用ゆ可きを示さゞるな
し　或一人は棲めて悪性の痔'Mにして、若汽車汽船の旅を重ぬれば中途に葬る,ほ明らかなるより之を除きしに
被れ頑として応ぜず足踏み場して其勇気を示し居たりき-.-
(社説「兵士の謬想」)
すでにあきらかなように、ゴシック体でポイントを落とした引用文は緑雨書簡を社説の文体に
「翻訳」したものである。この「翻訳」は社説の文体に対して、一定の見識をもっていた秋水の判
断によるものかもしれない。このほかにも先に記した「衛生隊」を解任された兵士の話が引用され
ているoこの緑雨書簡は昭和十一年に木村毅によって紹介されたのが初出であるが25)、そのときは
「制度」 「謬想」 「オダテ」 「勲章ヲサゲテ剣ヲガチャガチャイハセテ」 「謬想ヲタでシテヤラネバイ
ケマセヌ」の箇所がすべて伏字になっている。すでに言文一致体が普及した昭和の時点では、緑雨
文は読む者を説得する鞍度があることがあきらかだったのだろうo
すでに指摘したようにr平民新剛紙上の社説が新聞紙条例違反によって、発売停止および発行
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人・編帝人の軽禁鍋三ケ月の処分を受けたのは、 「鳴呼増税」 (第20号、明治37年3月27日)が最初
である。通常それは、非戦論の「輝かしい成果」として言及されることが多いが、 「兵士の謬想」
のほうこそ国家揺動貞体制にむかうなかで伏字化されたことに端的に表われているように、むしろ
時代を先取りした戦時兵士の意識改革として積極的な意味をもっていたというべきだろう26} 「兵士
の謬想」が掲載された十五号と次号には「予備兵召集の悲惨」が連載され、さらに十八号には「冷
語熟語」欄に「今の徴兵制度」が掲載されるなど反響のほどがうかがえる。
最後にもう一度、本論の課蓮である文体の問題に立返ってみよう。秋水に社説を書かせる基にな
った手紙文で緑雨が採用したのが、文語文や美文などではなく言文一致体であったことは意味深長
である。これは「髄擬するばかりが平民の能でもないから、今一段の風流気を加味したまへ。但し
風流とは墨斗、短冊、瓢箪の講にあらず」というような、 「も,はがき」で彼一流のアフォリズム
を吐いていた緑雨にとって文体的後退を意味するのであろうか?
いや、そうではないと思う。アフォリズムではとうてい表現できないものに緑雨は直面していた
というべきだろう。言い換えれば、徴兵制という男性ジェンダー化体制の「制度と心理」に対して、
緑雨は漠字カタカナ交じりの混合表記による散文の力で直接的には秋水へ、間接的には新聞の読者
へメッセージを送ったのであるO　これはF平民新聞j　とのメディア接触によって可能となった文体
といえよう。
この社説から十七El後の明治三十七年四月十三El、緑雨はその生涯を閉じる。享年三十七歳。慶
応三年生まれで明治とともに生きたひとりの文学者の死であった27)緑雨は亡くなったが、戦争は
激しさを増していた。 r平民新聞」の懸賞小説募集で三等当還したのがきっかけで同紙の投稿者と
なる徴兵適齢の中里介山が、トルストイのEl露戦争論「爾曹悔改めよ」が訳出されたr平民新聞』
第39号(明治37年8月7日)に漢詩「乱調激駒」を書き、弟を案じた晶子の七五調詩「君死にたま
ふこと勿れ」が発表されるのは、それから数ヶ月後のことになる。弟たち世代の出征に対する文学
者それぞれの言語戦略が遂行されていたのである。
1) 「青眼白頭」 (r二六新報j明治三十三年十二月二十九E1 1両)0
2)本職は明治期の言説を主要な対象とするので、元号を使用する。但し、第二次世界大戦後に刊行された著
作物や論文等は西暦表記とする0
3)明治三十年代の女性表現における文体変革については、開r一葉以後の女性表現文体・メディア…ジェ
ンダーj (翰林書房2003年11月)を参照されたい。なお、本論は基本的にはその男性表現編というべきち
のを目指している。
4)このような緑雨像のルーツは「斎藤君の生れたのは慶応三年末境で、本所の緑町で生れて、地方に余り出
られなかった人です。それで家の暮し向きも無論東京向きでやって居たのですから、飽くまでもあの人の
作品は江戸式で出来て屠ります」と言明した馬場孤蝶「故斎藤緑雨君」 (r明星j明治37年5月)に始まる。
緑雨は三重の生まれで、九歳で東京に来た上京観である。
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5) 「新聞紙条例」は明治八年に発令され、九・十六・二十.三十年に改正された日刊新聞および定期刊行物
の取締まりをE的とする法律。また「不敬罪」は明治十五年に施行された刑法。その第百十七条には天皇
に対する「不敬ノ所為」があった場合に罰することが明記されている。この点については渡部直己r不敬
文学論序説J (大田出版、 1999年7月)から示唆をえた。
6)与謝野晶子「ひらきぶみ」 (r明星」明治37年11月)。引用は複製版丁明星j (鹿川書店、 1964年9月)によ
る。なお「君死にたまふこと勿れ」および「ひらきぶみ」の分析は注3閑前掲書F一葉以後の女性表現
文体・メディア・ジェンダー」を参照されたい0
7)明治24年6月17日「小学校祝日大祭日儀式競走」による。
8)一葉の行事啓への眼差しについては関「H清戦争言説のジェンダー構成-近代化の一側面-」 (r経済学紀
要j第28巻第1号、 2004年1月)を参頗されたいOここに散見されるのは戦争遂行主体を文学のコードで
読もうとする過剰な文学化の眼差しである。一葉の場合は私的日記(公刊は明治45年5月)であったが、
晶子の場合は詩語として活字化されたことで戦時において論争の場を切り開く。
9)注3閑前掲書による。
101尾崎紅葉「言文一致論」 (r新潮l明治38年12月)Oなお紅葉は明治36年10月3iaに亡くなっているので、
これは講演筆記を基にした遺作である。引用はr紅葉全集j第十巻(岩波書店、 1994年11月)による。
ll)たとえばこれはかなり後年のことに属するが、 r定本輿謝野晶子全集j第十二巻(講談社、一九八一年三
月)に収録された「ひらきぶみ」は「美文」という項目に収録されている。これは「美文」がもっていた
多義的な意味が失われたことの象徴的事例といえよう。
12)渡部直己法5前掲書、 265頁。
13)「孝女白菊の歌」およびその「七五調」については勝原晴希校注r新体詩聖書讃美歌J (新日本古典文
学大系明治編12、岩波書店、 2001年12月)による。また「孝女白菊の歌」をめぐる文体とメッセージを
めぐる問題提起については拙稿「文化の記憶」への求心力と遠心力」 <ra本文学j第53巷4号、 2004年4
月)を参照されたい。
14)晶子の詩の「厭戦」の側面と「慰安」の役割については、中島美幸「El露戦争下の女性詩」 (相本近代文
学j第55集、 1996年10月)から示唆を得た。
15)征野謙介「想像の戦争戦場の記録I r愛弟通信j r第二軍従征日記j r大役小役jを中心に」 (小森随一.
成EE]龍一編著r日露戦争スタディーズj紀伊尚屋書店、 2004年2月)0
16)引用は孝徳秋水全集編集委月余r孝徳秋水全集j第三巻(明治文献、 1968年3月)による。また書簡279
の引用はr斎藤緑雨全集j第8巻(筑摩書房2000年1月)による。
17)山本正秀「「新文」の言文一致活動」 (r言文一致の歴史論考競態j桜鶴社、 1981年2月)0
18)平民新開」についての1945年以降の受容の変遷については、高貴蘭「非戦/反戦の遠近法-幸徳秋水
r廿世紀之怪物帝国主剤　と「平和主義」の表象」 ( r文学j第4巻代5号、 2003年9, 10月号)を参照し
た。
19)以下r平民新剛からの引用はすべてEl立回会図書館蔵同紙マイクロフィルム版による。
20)師岡千代子「斎藤緑雨氏の息ひ出」 (r風々両々--幸徳秋水と周閏の人々-j (隆文堂、 1947年7月)によ
る。また貴近の研究も「創刊号は八千部、三月初旬で四千五百部、うち「直接発送」が一千部、 「卸売」
が三千部余り」 (山泉進r平民社の時代丁非戦の源流j論創社、 2003年11月)としている。
21)明星jの書簡体と誌面構成の関係については、注3の関前掲書を参照されたい。
22)小山Efl謙「弟の記憶に残った斎藤緑雨の半面」 (r文芸春秋j昭和4 … 10),
23)閑「シャドウワークの頚城I r窺顧老人日記」を読む」 <rs本文学　200&年月)を参照されたい。
241桧山幸夫「徴兵統計」 r近代El本の形成と日清戦争-戦争の社会史へ』 (雄山閣出版、 2001年4月、 94頁)0
斎藤緑雨と日露戦争言説-文体・メディア…ジェンダ-を挽唾として-　　33
25)木村毅「斎藤緑雨の一面-孝徳秋水との交情について-」 (r伝記j昭和11年7 J日。なお引用は神奈川近
代文学館所蔵の畜筒を定本としたr斎藤緑雨全別巻八(tL‡波書店、 2000年i n)によるC
26)たとえば「鳴呼増税」に次ぐr平民新剛の新聞紙条例違反は、 「小学校教師にifぐ」 「所謂愛lx]者の狼剃」
「戦争に対する教育者の態度」 (52号、明治38年11月6日)など経済耐ではなく.凱耽癖であったことは柁目
にあたいする。
27)第23号の「斎藤緑雨氏逝く」のなかの一節を以下に掲げる。 「氏は伊勢津の人、東京に長ず、初め銀行員
となり後文界に入り、批評家、創作家として、奇警の想を構へ鋭利の筆を碓ひ、紅露諸家と並v;oて久し
く明治文壇の-異彩たりき、面も性硝介萄くも合はず、諸種の新聞雑誌に従事せLも某所を得る能はず骨
久しからずして去れり、数年前肺患に雁り-たび豆相の間に遊びLが去年春敬を求めて帰京せLも志を得
ず貧と病と供に甚しく終に随巷に窮死せり、年三十九」O
i-i畠己
本論は日本大学文理学部大学院特別講義「斎藤緑雨と日露戦争- r平民新剛　との関わりを中心に-」
(2004年9月30日、午後2時40分～5時50分)を基に成稿したものである。授業を熱心に聴講し、また有益
な質問をして下さった院生の皆さんにこの場を借りてお礼申上げたい0
なお引用は原則的に初出コピー等によるが、表記等は適宜改めている。
